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田
検
・
久
志
合
同
中
学
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

七
月
に
行
わ
れ
た
2
0
1
1
年

度
鹿
児
島
県
中
学
総
合
体
育
大

会
で
優
勝
、
さ
ら
に
、
八
月
の

九
州
体
育
大
会
で
も
優
勝
を
飾

り
、
全
国
大
会
出
場
と
い
う
快

挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
今
年
に
入
っ
て
、

二
月
の
県
新
人
戦
と
六
月
の
県

選
手
権
で
も
優
勝
し
て
お
り
、

大
き
な
大
会
で
試
合
を
勝
ち
進

む
中
で
経
験
を
重
ね
、
大
き
く

成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
に
開
催
さ
れ
た
県
総
体
で
は
、

優
勝
チ
ー
ム
と
し
て
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
も
負
け
ず
、
全
試
合

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
同
大
会
初

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

県
総
体
で
の
優
勝
と
い
う
良

い
状
態
を
維
持
し
た
ま
ま
約
一

週
間
後
の
八
月
五
日
か
ら
七
日

に
熊
本
県
で
行
わ
れ
た
九
州
大

会
へ
挑
み
ま
し
た
。

　

九
州
各
県
を
勝
ち
進
ん
だ
強

豪
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
、
予

戦
で
喜
々
津
（
長
崎
）
と
の
試

合
を
フ
ル
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ

る
接
戦
の
末
に
勝
利
す
る
と
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
で

朝
日
（
大
分
）
を
ス
ト
レ
ー
ト

で
下
し
、全
国
大
会
出
場
権
（
九

州
大
会
上
位
五
チ
ー
ム
）
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
三
筑
（
福
岡
）

と
対
戦
し
、
第
一
セ
ッ
ト
を
落

と
し
た
も
の
の
「
優
勝
し
て
全

国
へ
行
こ
う
。」
と
気
持
ち
を
切

り
替
え
、
レ
シ
ー
ブ
で
粘
り
ア

タ
ッ
カ
ー
へ
繋
ぐ
と
い
う
本
来

の
プ
レ
ー
を
取
り
戻
し
、
逆
転

勝
ち
を
し
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
南
串
（
長
崎
県
）

と
対
戦
。
第
一
セ
ッ
ト
は
序
盤

か
ら
相
手
に
リ
ー
ド
を
奪
わ
れ

た
も
の
の
、
20-

17
と
三
点
を

追
う
状
況
か
ら
エ
ー
ス
津
田
の

三
連
続
ポ
イ
ン
ト
で
追
い
つ
く

と
、
最
後
は
25-

23
の
僅
差
で

先
取
。
第
二
セ
ッ
ト
も
シ
ー
ソ

ー
ゲ
ー
ム
の
接
戦
を
展
開
し
ま

し
た
が
、
終
盤
に
逃
げ
切
り

25-

18
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

昨
年
の
十
月
か
ら
指
導
者

と
し
て
復
帰
し
た
亀か
め
い
し石 

和か
ず
の
り徳
コ
ー
チ
は
「
技
術
面
で
言

う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
全
員
が
真
面
目
で
、
と
て

も
素
直
な
子
供
た
ち
で
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
鹿
児
島
県
と
九
州
の

総
体
優
勝
に
つ
い
て
は
「
一
生

懸
命
に
プ
レ
ー
を
す
る
選
手
と
、

そ
れ
を
支
え
る
保
護
者
や
多
く

の
関
係
者
が
一
つ
に
な
れ
た
事

が
良
い
結
果
に
繋
が
り
ま
し

た
。」
と
全
員
で
掴
ん
だ
勝
利
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
三
年
生

で
主
将
の
壽じ
ゅ
や
ま山 

陸り
く

く
ん
（
田
検

中
）
と
エ
ー
ス
の
津つ

だ田 

大だ
い
ち地
く

ん
（
久
志
中
）
は
、
全
国
大
会

が
中
学
で
の
最
後
の
大
会
に
な

り
ま
す
。
二
人
に
抱
負
を
聞
く

と
「
全
国
大
会
で
も
全
員
で
心

を
一
つ
に
し
て
、
一
試
合
一
試

合
を
全
力
で
戦
っ
て
い
き
た
い
。

九
州
の
代
表
と
し
て
優
勝
を
目

指
し
ま
す
。」
と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

田検・久志中学男子バレー
鹿児島県と九州大会を制覇！
バレーに全力で打ち込む選手、監督、コーチ、
そこに関わる保護者をはじめとする多くの関係者、
すべての力が一つとなり念願の全国大会へ出場！

全国大会で最高の全力プレーを！

チームを引っ張る三年生の主将
壽山(手前)とエース津田の二人

8月10日に行われた九州大
会優勝祝賀会のようす。多
くの方が出席し全国へ向け
て選手へエールを送った。

全国へ向けた地元での最終
練 習 の よ う す(8月13日)。
全員で円陣を組み，大会へ
向けての気持ちを高める。

激しい練習をした後に，冷
たい水で足を冷やす選手の
皆さん。練習に付き添いな
がら保護者も全面的に選手
を支える。
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宇
わ き ゃ し ま

検村  旬
しゅん

  話
わ だ い

題なの
＊このコーナーでは，宇検村内の旬な出来事を紹介します。みなさ
　んの周りにあるめずらしいことなど，情報をお待ちしています。

宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 0997-67-2211
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　前回の村広報誌でも紹介しましたが，宇検村消
防団（保

やすいけ

池 久
ひさし

団長）が平成 22 年度日本消防協会
特別表彰の「纏

まとい

」を授賞され，その授賞祝賀会が 6
月 26 日に宇検村元気の出る館で開催されました。

　授賞祝賀会へは村消防団員 OB や区長，村議会議員のほか，近隣の市町村からも市町村長
をはじめ消防団長など約 170 名が出席し，盛大に祝いました。祝賀会は開運太鼓による演
奏で始まり，続いて保池団長を先頭に全長約 2 ㍍の「纏

まとい

」（旗手・政
つかさ

 忠
ただひろ

宏 宇検分団長）が
入場すると，会場から大きな拍手が上がりました。
　元田村長は「今回の授賞は，歴代の団長をはじめ諸先輩方，
現在活躍中の消防団員の皆さんが築き上げてこられた功績の賜
であり，深く感謝申し上げます。今後も消防団と共に，災害の
ない村づくりに努める決意です。」などとあいさつをしました。

消防団「纏
まとい

」授賞の祝賀会
〜多くの関係者が集まり盛大に祝う〜

多くの関係者が出席した祝賀会

授賞した「纏」を壇上にて掲げる旗手
の政宇検分団長と敬礼をする保池団長

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

岩
元 

岩
壽 

氏

　
こ
の
ほ
ど
、
岩い
わ
も
と元 

岩い
わ
じ
ゅ壽 

氏

（
湯
湾
）
が
、
平
成
二
十
三
年

春
の
叙
勲
『
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章
』

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
瑞
宝
章
は
、
公
務
又
は
公

共
的
な
業
務
に
永
年
に
わ
た

り
従
事
し
功
労
を
積
み
重
ね
、

成
績
を
挙
げ
た
方
々
に
授
与

さ
れ
る
勲
章
で
、
岩
元
氏
の

永
年
の
教
育
功
労
に
対
す
る

ご
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
岩
元
氏
は
「
こ
の
受
章
は
、

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
教

え
子
、
並
び
に
村
民
の
皆
様

の
強
力
な
後
押
し
の
お
陰
で

す
。
皆
様
と
共
に
喜
び
を
分

か
ち
合
い
た
い
。」
と
受
章
の

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　5 月下旬に県内各地で平成 23 年度県高校総合体育大
会が開催され，本村出身の選手が活躍を見せました。
　5 月 25 日に開催されたレスリングでは，中

なかむら

村 勇
ゆ う き

希 
選手（樟南高校，田検中出身）が個人 74 ㌔級を見事に

制覇しました。また，5 月 31 日に開催された柔道個人では，保
やすいけ

池 泰
たいせい

成 選手（鹿児島工業
高校，田検中出身）が 90 ㌔級へ出場し，準優勝を飾りました。
　両選手とも田検中時代には柔道部へ在籍し，一緒に汗
を流してきました。高校入学と同時に別々の道を進み，
それぞれの競技で努力を重ね実力を伸ばしてきました。
　中村選手は 8 月 1 日から 4 日の日程で岩手県にて開
催された全国総合体育大会のレスリング個人 74 ㌔級へ
も出場し，ベスト 8 へ入る健闘を見せました。

片足タックルで攻める中村 勇希選手 ( 赤 )

県高校総体で出身者が活躍
〜レスリング・中村優勝，柔道・保池 2 位〜

胸
に
光
る
勲
章

　
　
岩
元 

岩
壽
氏

　本村は，6 月 7 日に交通死亡事故ゼロ 8,000 日を達成しました。
その偉業達成を祝い，同 11 日に村陸上競技場にて記念式典が行
われ，瀬戸内署の関係者や村民ら約 100 人が参加しました。
　式典で元田村長は「今後も各関係団体や村民の方々が一丸とな
り，安心で安全な村づくりに取り組み，交通死亡事故ゼロ 9 千日，
1 万日と続くよう努力しましょう。」などとあいさつをしました。
　村民を代表して，生勝

集落の名
な ご し

越 照
て る こ

子さんと，孫の俊
と し き

輝くん（久志小 4 年）
が交通安全宣言を読み上げ，さらに，瀬戸内警察署長
より感謝状が贈呈され，元田村長へ手渡されました。
　式典の後，達成記念の横断幕を先頭に参加者全員で
パレードを行い，交通死亡事故ゼロのさらなる記録更
新に向けて，交通安全意識の継続を誓いました。

代表して安全宣言を読み上げる

交通死亡事故ゼロ8千日を達成！

事故ゼロの記録更新を呼びかけたパレード

　平成 23 年度県中学総合体育大会が 7 月 21 日
から 29 日の日程で開催され，県内各地の会場で
22 の競技があり，熱戦が繰り広げられました。
　２頁へも掲載しましたが，田検・久志男子バレ
ーボール部が初優勝したほか，柔道団体では田検

中が男女ともベスト８に入る健闘を見せ，相撲競技の個人学年対抗へ出場した名柄中２年生
の中

な か だ

田 翔
しょうた

太くんが見事に優勝を飾りました。
　柔道は男女ともに準々決勝で強豪校の舞鶴に敗れましたが，富

とみやま

山 
政
ま さ み

美コーチは「九州でもベスト 4 に入る強い相手に，引けを取らな
い内容で自分たちの柔道が出来ていた。」と健闘をたたえました。
　相撲個人の学年対抗で優勝した中田くんは「大会へは多くの強い選
手が出場します。他校の選手と知り合えるのが楽しいです。さらに力
を付けて，大好きな相撲を続けて行きたい。」などと話してくれました。

柔道団体で男女とも 8 強に入った田検中柔道部

県中学総体を各地で開催

家の庭にある練習用の柱
と並んで写る中田くん

準決勝で一本背負い投げを決める保池
泰成選手 ( 後方 )
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五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
の
三
日
間
、
田
検
中
学

校
の
三
年
生
が
職
場
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

に
自
ら
が
接
す
る
中
で
、
学
校

の
授
業
で
体
験
し
た
り
身
に
つ

け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

知
識
や
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う

事
な
ど
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
村
内
の
各
事
業

所
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

今
回
、「
将
来
は
イ
ラ
ス
ト
や

絵
を
描
く
仕
事
に
就
き
た
い
。」

「
村
で
は
、
ど
の
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

る
の
か
知
り
た
い
。」
と
い
っ
た

思
い
が
あ
り
、
役
場
広
報
係
で

の
職
場
体
験
を
希
望
し
た
大お
お
と
も友 

太た
い
よ
う陽
く
ん
が
、
広
報
う
け
ん
の

制
作
現
場
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
広
報
の
仕
事
と
役

割
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、

各
事
業
所
で
働
く
同
級
生
の
職

場
体
験
風
景
を
取
材
し
ま
し
た
。

田検中学校3年生　職場体験学習

職場をちょっと体験
元気に働く中学生

編集後記 村の広報係の職場を体験して

　　

今
回
、
私
が
取
材
し
た
場
所

は
、
エ
フ
エ
ム
う
け
ん
と
田
検

保
育
所
で
す
。

　

エ
フ
エ
ム
う
け
ん
で
は
、
ラ

ジ
オ
C
M
や
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
を
収
録
す
る
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
は

聞
く
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
は

っ
き
り
、
ゆ
っ
く
り
と
喋
る
こ

と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

　

田
検
保
育
所
で
は
、
子
供
た

ち
と
一
緒
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
や
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
を
し

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。「
な
ぜ
こ

の
仕
事
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
子
供

が
好
き
だ
か
ら
で
す
。」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
取
材
を
体
験
し
て
み
て
、

自
分
の
質
問
を
相
手
に
し
っ
か

り
伝
え
る
こ
と
や
、
写
真
を
撮

る
時
は
角
度
を
工
夫
し
て
撮
る

こ
と
が
大
変
で
し
た
。

　
取
材
を
す
る
前
は
質
問
し
た

相
手
の
言
っ
た
こ
と
を
メ
モ
す

る
こ
と
が
難
し
そ
う
に
思
え
て

で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、
職

場
体
験
を
し
て
初
め
て
の
取
材

で
し
た
が
、
他
の
職
場
に
行
っ

て
い
る
同
級
生
に
伝
わ
る
よ
う

に
は
っ
き
り
と
質
問
を
し
て
、

し
っ
か
り
と
メ
モ
を
す
る
こ
と

が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
僕
は
役
場
の
総
務
企
画
課
に

来
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
職
場
体
験
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
将
来
の
こ
と
に
役
立
て
た

い
で
す
。

職
場
体
験
レ
ポ
ー
ト
！

◎エフエムうけん体験生徒： 奥田　篤くん，新元　ひかりさん
◎田検保育所体験生徒： 勝　勇太くん，亀石　愛梨さん

取材（写真・文）／大友  太陽

田検中学校３年生
　　  大友  太陽

※下の似顔絵は本人が描いたものです。
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平成23年8月発行
■発行・編集／
　議会だより編集委員会
　議　長　前田　啓 一
　委員長　元山　公知
　委　員　幸　　春美

　第 54 回奄美群島市町村議会議員大会は，5 月 25 日に伊仙町旧県立徳之島農業高等学

校の体育館で奄美群島 12 市町村の議会議員，市町村長，奄美選出の県会議員，国会議員

が出席し，会長あいさつ，表彰，来賓祝辞，国・県政報告等がありました。

　各市町村，議長会から提出された議題 7 件は，すべて採択されました。

　宇検村・大和村・瀬戸内町の３町村で形成する「大島本島南部議会連絡会」の提出議題

は下記のとおりです。

　■ 村道「屋鈍曽津高崎線」の県道昇格について　（宇検村・大和村・瀬戸内町提出）

第54回奄美群島市町村議会議員大会（伊仙町）

●主な内容
第54回奄美群島市町村議員大会　　 7
審議案件･議会のうごき　　　　　　8
一 般 質 問　　　　　 　　　　　9〜11
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国政報告をする徳田 毅代議士
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平成23年  第2回(6月)定例会で審議された案件
議案番号 議案名 議決

結果
承認第 1 号 専決処分  平成 22 年度宇検村一般会計補正予算の件 承認
承認第 2 号 専決処分  平成 22 年度宇検村国保事業特別会計引補正予算の件 承認
承認第 3 号 専決処分  平成 22 年度宇検村国保施設事業特別会計補正予算の件 承認
承認第 4 号 専決処分  平成 22 年度宇検村宇検村老人保健医療事業特別会計補正予算の件 承認
承認第 5 号 専決処分  平成 22 年度宇検村簡易水道事業特別会計補正予算の件 承認
承認第 6 号 専決処分  平成 22 年度宇検村農業集落排水事業特別会計補正予算の件 承認
承認第 7 号 専決処分  平成 22 年度宇検村漁港漁村集落排水事業特別会計補正予算の件 承認
承認第 8 号 専決処分  平成 22 年度宇検村介護保険事業特別会計補正予算の件 承認
承認第 9 号 専決処分  平成 22 年度宇検村後期高齢者医療事業特別会計補正予算の件 承認

承認第 10 号 専決処分  宇検村税条例の一部を改正する条例の件 承認
承認第 11 号 専決処分  宇検村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の件 承認
承認第 12 号 専決処分  宇検村国民健康保険条例の一部を改正する条例の件 承認
報告第 1 号 平成 22 年度宇検村繰越明許費繰越計算書の報告の件 承認

議案第 21 号 平成 23 年度宇検村一般会計補正予算の件 可決
議案第 22 号 平成 22 年度宇検村国保施設事業特別会計補正予算の件 可決
議案第 23 号 平成 23 年度宇検村老人保健医療事業特別会計補正予算の件 可決
議案第 24 号 平成 23 年度宇検村農業集落排水事業特別会計補正予算の件 可決
議案第 25 号 平成 23 年度宇検村介護保険事業特別会計補正予算の件 可決
議案第 26 号 平成 23 年度宇検村後期高齢者医療事業特別会計補正予算の件 可決
議案第 27 号 宇検辺地総合整備計画の一部変更の件 可決
議案第 28 号 宇検村過疎地域自立促進計画書の一部変更の件 可決
議案第 29 号 宇検村飼い猫の適正な飼養及び管理に関する条例の制定の件 可決
議案第 30 号 宇検村ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の件 可決
議案第 31 号 宇検村母子家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例の件 可決
議案第 32 号 宇検村地域特産物販売所 ｢ うけん市場 ｣ の設置及び管理に関する条例制定の件 可決
同意第 5 号 宇検村教育委員会教育委員の任命の件 同意
同意第 6 号 宇検村固定資産評価審査委員会委員の選任の件 同意

陳情第 3 号 30 人以下学級実現 , 義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の採択要請の件 継続
審査

陳情第 4 号 川内原発増設計画の白紙撤回などを求める陳情書の件 継続
審査
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日
　
第
2
回
定
例
会
開
会

24
日
　
第
2
回
定
例
会
閉
会

26
日
　「
ま
と
い
」
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賞
祝
賀
会

30
日
　
奄
美
・
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る
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協
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会
総
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与
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一般
質問村 政 を 問 う

※一般質問は，公の場である議会で，議員が議題に関係なく，村長の考え方や村政の執行
　状況について事実の説明を求めたり，所信を問いただすものです。 　

（
長
田
議
員
）
防
災
対
策

は
万
全
か
。

　
（
元
田
村
長
）
不
備
な
施

策
に
つ
い
て
は
改
善
し

て
い
く
。

　
（
長
田
議
員
）
十
四
集
落

の
避
難
場
所
は
安
全
か
。

　
（
元
田
村
長
）
宇
検
村
地

域
防
災
計
画
で
指
定
し

て
い
る
避
難
所
は
安
全
と
考
え

る
が
、
田
検
と
名
柄
集
落
に
つ

い
て
は
、
背
後
地
の
山
を
利
用

し
た
高
台
に
避
難
す
る
こ
と
が

よ
り
安
心
で
き
る
も
の
だ
と
考

え
る
。

　
（
長
田
議
員
）
保
育
所
・

小
学
校
・
中
学
校
へ
の

対
応
は
。

　
（
元
田
村
長
）
災
害
時
の

職
務
分
を
決
め
、
定
期

的
に
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

保
育
所
は
保
健
福
祉
課
か
ら
、

小
中
学
校
は
教
育
委
員
会
か
ら
、

防
災
対
策
に
つ
い
て

長
田 

新
一 

議
員

問答問答問答

災
害
の
対
応
に
つ
い
て
伝
達
を

行
っ
て
い
る
。

　
（
重
枝
教
育
長
）
現
段
階

に
お
い
て
は
、
災
害
時

の
下
校
指
導
は
充
分
で
は
な
い
。

今
後
は
、
充
分
な
対
応
策
を
検

討
し
て
い
く
。

　
（
長
田
議
員
）
虹
の
園
、

滝
の
園
へ
の
対
応
は
。

　
（
元
田
村
長
）
避
難
時
の

移
動
手
段
等
で
協
力
依

頼
が
あ
れ
ば
、
協
力
す
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
。

　
（
長
田
議
員
）
両
施
設
と

密
に
連
絡
を
取
り
合
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
（
元
田
村
長
）
連
携
を
取

り
な
が
ら
今
後
や
っ
て

い
き
た
い
。

　
（
長
田
議
員
）
近
隣
市
町

村
と
の
連
携
は
、
ど
う

対
応
し
て
い
る
か
。

　
（
元
田
村
長
）
相
互
応
援

協
定
書
は
結
ん
で
い
な

い
が
、
今
後
、
協
議
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
昨
年
の
奄
美
豪
雨
災
害

答問答問答問答

時
に
は
、
協
力
要
請
が
あ
り
重

機
の
提
供
や
職
員
派
遣
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
住
用
小
学
校

で
孤
立
し
て
い
た
児
童
・
生
徒
・

職
員
に
食
料
等
の
提
供
も
行
っ

た
。特

別
職
懲
戒
審
査
委
員
会

　
　
　
の
状
況
に
つ
い
て

稲
澤 

紀
穂 

議
員

　
（
稲
澤
議
員
）
特
別
職
懲

戒
審
査
委
員
会
の
実
施

状
況
は
。

　
（
元
田
村
長
）
二
回
実
施

さ
れ
た
。

　
（
稲
澤
議
員
）
特
別
職
懲

戒
審
査
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
、
３
か
月
が
経
過
し
た

が
現
段
階
の
状
況
は
。

　
（
元
田
村
長
）
審
査
委
員

会
は
、
あ
く
ま
で
も
特

別
職
に
対
す
る
審
査
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
確
認
し
、
現
村
長

の
就
任
前
の
行
為
で
あ
る
た
め
、

当
委
員
会
で
の
懲
罰
を
ど
の
程

度
に
す
る
の
か
決
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
事
務
局
で

問答問答

意
見
の
集
約
を
図
り
、
審
査
委

員
会
と
し
て
正
式
に
報
告
が
な

さ
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。

　
（
稲
澤
議
員
）
委
員
会
設

置
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
責
任
問
題

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
立
ち

上
げ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
（
元
田
村
長
）
審
査
委
員

会
が
団
体
を
裁
く
と
か
、

個
人
を
裁
く
と
か
で
は
一
切
な

い
。
国
に
対
し
て
村
の
責
任
の

取
り
方
や
再
発
防
止
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
し
て
い
な
い
。

　
（
稲
澤
議
員
）
委
員
会
設

置
に
対
し
て
、
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
（
元
田
村
長
）
特
別
職
懲

戒
審
査
委
員
会
と
は
、

特
別
職
と
い
う
特
権
を
も
っ
た

者
に
、
責
任
が
あ
る
か
無
い
か

を
、
第
三
機
関
が
審
査
す
る
こ

と
だ
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
に

沿
っ
て
、
私
は
対
応
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
（
稲
澤
議
員
）
特
別
職
懲

戒
審
査
委
員
会
設
置
に

問答問答問
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